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軍需産業支援法案の採決を許さず、阻止を貫いて下さい。	

防衛財源の確保法案も同様です。	

これらの法案は、憲法とその精神に明白に反し、その名に「立憲」を掲げる政党と

して、これらの法案の成立に少しでも手を貸すことは、あり得ないはずです。	

また、アイゼンハワー大統領の有名な「軍産複合体演説」は、古くなるどころか、

今日ますます重要性を増しています。	

軍拡と「抑止力」、deterrence、すなわち脅しつけによる平和が不安定なことは誰

でも分かることです。このような政策で、同様の政策を取る他国の仲間入りをする

のではなく、軍縮と軍備撤廃による永続する平和を目指す他に道はありません。	

ご賢察を期待しています。	

軍拡と軍縮がどちらがより平和につながるか、公平な比較をしてみます。	

単純には、以下のように「どっちもどっち」ということでしょう。	



しかし、時間の要素を考えると、軍縮を選ぶことそれ自体で、そのメリットを拡大

できることが分かります。次の図をご覧下さい。	

軍縮、軍備撤廃を選んだ場合の時間発展	

以上です。	


